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特
集

メ

セ

ナ

ア

ワ

ー

ド

２

０

１

２

ア

Y｀

M`cenat

７

つ

の

受

賞

活

動

が

決

定

優

れ

た

メ

セ

ナ

活

動

を

行

っ
た

企

業

や

団
体

を

表

彰

す

る

「
メ

セ

ナ

ア

ワ

ー

ド

」
。

本

年

は

１

０

８
件

（
９

９
社

・
団

体

）
の

応

募

案

件

の
な

か

か

ら

、

メ

セ

ナ

大

賞

部

門

６
件

、

文

化

庁

長

官

賞

部

門

１
件

、

計

７

つ
の
受

賞

活

動

が

決

定

し

ま

し

た

。



メ
セ
ナ
大
賞
部
門

◆
―
―

メ
セ
ナ
大
賞

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（株
）

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
基
盤
強
化
へ
の
多
様
な
支
援
と
協
働

◆
―
―
歴
史
を
ひ
も
と
く
賞

キ
ヤ
ノ
ン
（株
）

「綴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施

◆
―
―
文
化
の
映
写
機
賞
　
（株
）
千
葉
銀
行

ち
ば
ぎ
ん
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

◆
―

―
支
援
の
こ
こ
ろ
賞

ト
ヨ
タ
自
動
車
（株
）

コ
コ
ロ
ハ
コ
ブ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
～
芸
術
・文
化
を
通
し
た
復
興
支
援
活
動
～

◆
―

四
季
の
そ
よ
か
ぜ
賞

（
爆
い）
一明
風
【

帆
風
美
術
館
の
運
営

◆
―
―
米
来
の
う
け
ざ
ら
賞

三
菱
地
所
（株
）
一
（株
）
イ
ム
ズ

一
（株
）
西
日
本
新
聞
社

三
菱
地
所
ア
ル
テ
ィ
ア
ム
の
運
営
、
展
覧
会
の
企
画

文
化
庁
長
官
賞
部
門

◆
―
―

文
化
庁
長
官
賞

東
日
本
電
信
電
話
（株
）

Ｎ
丁
丁
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・セ
ン
タ
ー

［
ｌ
Ｃ
Ｃ
］
活
動

２
０
１
２
年
度
の
メ
セ
ナ

ア
ワ
ー
ド

本
年
の
特
徴
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
継
続

的
な
取
り
組
み
が
注
目
を
浴
び
、
企
業
活
動

や
文
化
活
動
を
通
じ
、
地
道
に
培

っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
い
か
し

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
お
い
て
も
、
震

災
以
前
か
ら
の
活
動
や
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
企
業
の
創
意
工
夫
に
よ
り
被
災
地
を

勇
気
づ
け
よ
う
と
す
る
活
動
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
業
の
強
み
を
芸
術
文
化

振
興
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
メ
セ
ナ
活
動
が
活
発
化
す
る
傾
向
が

継
続
し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
に
も
地
域

ヘ

参
画
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
や
全
国

的
な
広
が
り
の
あ
る
活
動
が
受
賞
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
今
回
は
受
賞
と
な
ら
な
か

っ
た
活

動
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
や
、
多
彩
な
顕
彰
事
業
、
茶

の
湯
や
和
服
な
ど
伝
統
的
な
生
活
文
化
に
根

ざ
し
た
活
動
、
音
楽
や
文
芸
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
な
ど
、
多
様
な
展
開
が

見
ら
れ
、
今
後
も
日
本
の
芸
術
文
化
を
活
気

づ
け
る
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
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＊
【　
】内
は
活
動
地
域

●

メ
セ
ナ
大
賞

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

（株
）
―

―

【全
里

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
基
盤
強
化
へ
の
多
様
な
支
援
と
協
働

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は

「未
来
」
「市
民
」
「
地
域
」
を
方
針
と
し

て
、
専
門
性
や
機
動
力
が
持
ち
味
の
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
メ
セ
ナ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ー
ト

の
力
で
地
域
再
生
を
目
指
す
全
国
各
地
の
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

「
ア
サ
ヒ

・
ア
ー
ト

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（以
下
Ａ
Ａ
Ｆ
）」

や
多
様
な
課
題
を
共
有
。議
論
す
る
「全
国
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
オ
ー

ラ
ム
」
の
支
援
、
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
ア
サ
ヒ
・ア
ー

ト
ス
ク
エ
ア
の
運
営
な
ど
、
手
法
は
多
岐
に
渡
る
。

援
や
活
動
支
援
募
金
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
行
わ
れ
て
い
た

「き

り
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
全
国
展
開
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

逸
早
い
行
動
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
主
体
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
基
盤
強

化
へ
の
継
続
的
な
支
援
と
協
働
を
行

っ
て
き
た
成
果
と
い
え
る
。

同
年
夏
に
始
動
し
た

「世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
ア
ジ
ア
ヘ
も
拡
大
。
７
カ
国
か
ら
訪

れ
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
、
東
北
ツ
ア
ー
を
機
に
交
流
が
始
ま
っ
た
。

蓄
積
さ
れ
た
活
動
事
例
を
い
か
し
た
書
籍
の
発
行
や
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
る
な
ど
、
ア
ー
ト
と
社
会
の
か

か
わ
り
に
新
た
な
価
値
を
も
た
ら
す
提
案
の
数
々
は
、
多
方
面
か

ら
の
期
待
を
集
め
て
い
る
。

ア
ー
ト
が
市
民
の
豊
か
な
創
造
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、

自
分
た
ち
の
力
で
社
会
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。
そ
う
し

た
活
動
へ
の
支
援
は

一
企
業
の
メ
セ
ナ
の
枠
組
み
を
超
え
、
よ
り

よ
い
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
市
民
活
動
の
流
れ
を

生
み
出
し
て
い
る
。

回嗜■
●
各
地

の
課
題
に
取
り
組
む

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
を
継
続

的
に
行

い
、
全
国
的
な
交
流
を
促
し
て
い
る
。
●
多
彩
な
広
が

り
を
持

つ
活
動

の
成
果
を

ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
発
信
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

ＦＡＡるれわ行でア
′
ヘ
バ

ェ
賃

ク
委

ス
行

卜

実
一

ク

ア

一

・　
ワ

ヒ

，ト

サ

ツ

ア

ネ

特
に
Ａ
Ａ
Ｆ
で
は
１０
年
目

を
迎
え
た
２
０
１
１
年
、
こ

れ
ま

で
に
培
わ
れ

て
き
た

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
東
日
本
大

震
災
に
際
し
て
大
き
な
力
を

発
揮
し
た
。

３
月
１８
日
に
Ａ
Ａ
Ｆ
支
援

宣
言
が
発
表
さ
れ
、
人
的
支

VM“n“

ッ…
2012

』



●

歴
史
を
ひ
も
と
く
賞

キ
ヤ
ノ
ン
（株
）
―

上
京
都
ほ
か
】

「
綴
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
実
施

キ
ヤ
ノ
ン
は
、
鑑
賞
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
国
内
の
文

化
財
や
海
外
に
渡

っ
た
屏
風

・
襖
絵
な
ど
の
日
本
の
貴
重
な
文

化
財
の
高
精
細
複
製
を
行
う

「綴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（正
式
名
称

¨

文
化
財
未
来
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
と
い
う
社
会
貢
献
活
動
を

２
０
０
７
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
多
分
割
撮
影
や
高
精
度
な
色
合
わ
せ
の

開
発
、
日
本
画
の
繊
細
で
立
体
感
の

端
　
　
あ
る
表
現
を
再
現
す
る
プ
リ
ン
テ
ィ

複脚
　
　
ン
グ
技
術
な
ど
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技

自
剣
　
　
術
を
投
入
し
、
同
社
な
ら
で
は
の
取

枷
　
　
り
組
み
を
継
続
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

障劇
寺
　
ク
に
展
開
す
る
。

方

一
一

峙
回
　
　
複
製
品
は
、
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を

劃
山

障
い
　
画
像
処
理
し
、
特
製
の
和
紙
に
出
力

筆

‥
婦
醐
　
し
た
後
に
、
京
都
に
伝
わ
る
伝
統
工

砒
麻
　
芸
の
技
を
融
合
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

限
り
な
く
近
い
形
で
完
成
さ
せ
、
文
化
財
の
も
と
の
所
有
者
や
文

化
財
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
方
自
治
体
な
ど
へ
寄
贈
さ
れ
る
。

ま
た

一
般
へ
の
公
開
も
目
的
と
し
て
お
り
、
間
近
で
鑑
賞
で
き

る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
だ
。
例
え
ば
、
京
都
の
建
仁
寺
に
寄
贈
し

た
海
北
友
松
筆

「建
仁
寺
方
丈
障
壁
画
五
十
面
」
（重
要
文
化
財
）

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
化
財
は
保
存
の
た
め
に
掛
軸
に
作
り
直
さ

れ
京
都
国
立
博
物
館

へ
預
け
ら
れ
て
い
る
が
、
綴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
複
製
品
は
、
も
と
の
か
た
ち
で
あ
る
襖
絵
と
し
て
再
現
し

一
般
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
寄
贈
し
た
他
の
作
品
は
、
美
術
館
・

博
物
館
な
ど
で
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
日
本
の
絵
画
や
書
物
は
模
写
に
よ
り
研
究

・
普
及
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
現
代
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
の
複
製
を
通
じ

て
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
質
の
高
い
複
製
品
も
文
化
振
興

の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
化
財
へ
の
敬
意
を
払

い
つ
つ
、
自
社
の
技
術
力
を
い
か
し
た
新
た
な
挑
戦
は
、
多
く
の

人
々
に
文
化
の
扉
を
開
き
、
歴
史
を
未
来
へ
と
綴
っ
て
い
く
。

●
優
れ
た
技
術
力
を

い
か
し
て
、
日
本

の
貴
重
な
文
化
財

の
保

存
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
●
伝
統
芸
術
の
技
術
継
承

・

研
究
を
進
め
、
広
く
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
教
育
普
及
に
も
役
立

て
て
い
る
。
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●

文
化
の
映
写
機
賞

（株
）
千
葉
銀
行

―

―
【千
葉
塁

ち
ば
ぎ
ん

フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
ち
ば
ぎ
ん
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
、
１
９
６
３
年
、

千
葉
銀
行
の
創
立
２０
周
年
に
あ
た
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
テ
レ
ビ

が
普
及
し
て
き
た
当
時
、
映
画
が
娯
楽
と
し
て
人
気
を
集
め
る
中

で
、
気
軽
に
上
映
会
が
行
え
る
よ
う
に
と
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と

映
写
機
を
貸
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
よ
り

「長
く
残
り
、
継

続
し
て
行
え
る
地
域
に
密
着
し
た
活
動
」
と
の
趣
旨
で
、
来
年
で

５０
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

千
葉
銀
行
が
保
有
す
る
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
４
２
３
本
、
映
写
機

２５
台
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が

２
９
３
本
あ
り
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ

・
プ
ロ
ジ

エ
ク
タ
ー
が
９

台
、
ス
ク
リ
ー
ン
も
そ
ろ

■ヽ

歴
史

・
地
理
、
自
然

・
科
学
、

教
育
・訓
練
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、

保
健
衛
生
、劇
映
画
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

な
ど
幅
広
い
分
野
の
映
像
が
あ
り
、
千
葉
の
自
然
や
文
化
を
テ
ー
マ

に
制
作
し
た
独
自
の
作
品
も
あ
る
。
国
内
１
７
４
の
店
舗
を
窓
国
に

無
料
で
貸
し
出
し
、
１
回
に
つ
き
５
本
、
４
日
を
上
限
と
し
て
お
り
、

幼
稚
園
や
公
民
館
、
高
齢
者
施
設
の
利
用
が
多
く
、
特
に
夏
休
み
や

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
集
中
す
る
と
い
う
。

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
が

一
般
化
し
た
今
日
だ
が
、

１６
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
に
よ
る
映
写
会
は
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
利
用
者
に
好

評
だ
。
貸
し
出
し
に
際
し
て
は
映
写
機
の
使
い
方
を
講
習
し
、
返
却

後
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

■ヽ

１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
。
映
写
機
と
も

に
製
造
が
中
止
さ
れ
た
現
在
、
同
行
が
持
つ
そ
れ
ら
は
貴
重
な
資
料

と
な
つ
て
お
り
、
専
門
の
業
者
が
恒
常
的
に
点
検

・
補
修
し
て
い
る
。

ま

た

Ｄ

Ｖ

Ｄ
／

Ｖ

Ｈ

Ｓ

は

再

生

機

と

ア

ン
プ

、

ス
ピ

ー

カ

ー
を

プ

ロ

ジ

ェ
ク
タ
ー
と

一
体
化
し
、
運
び
や
す
い
形
状
に
改
良
し
た
。
こ
う

し
た
配
慮
も
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

長
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
で
地
域
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、

貴
重
な
映
像
文
化
の
継
承
に
も
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

閥
一
●
映
写
会
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
促
し
、
地
域
と

罵
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。●
半
世
紀
に
お
よ

端
型

譲
蒔
動
も
嘩
（一̈
に
よ
り
、
貴
重
な
映
像
資
料
の
保
管
と
活
用
に

で所育保一
ラブイラムフん

ヽ^
ヽ

ぎ

考

ぎ

巧

陶

酬
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●

支
援
の
こ
こ
ろ
賞

ト

ヨ
タ
自

動

車

（株

）
―

―

【東
北
各
塁

コ
コ
ロ
ハ
コ
ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

～
芸
術

。
文
化
を
通
し
た
復
興
支
援
活
動
～

２
０
１
２
年
３
月
１１
日
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
総
合
体
育
館
。

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
南
三
陸
町
追
悼
式
で
、
町
内
５
校
の
小
学

生
１
３
５
名
の
歌
声
が
響
い
た
。

こ
の
歌
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
社
会
貢
献
活
動

「ト
ヨ
タ

。
子

ど
も
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
出
会
い

（以
下

「子
ど
も
×
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」）」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
ど
も
た
ち
が
創
作
し
た
も
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
同
社
は
人
や
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く

被
災
地
に

「支
援
の
心
」
を

運
び
た
い
と
の
考
え
の
も
と

「
コ
コ
ロ
ハ
コ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
を
行

っ
て
い

る
。
芸
術

。
文
化
を
通
し
た

復
興
支
援
活
動
で
は
こ
れ
ま

で
の
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
活
動
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
負
担
に
な
ら
な

い
、
本
当
に
必
要
な
支
援
を
心
が
け
て
き
た
。

長
年
に
わ
た
る
メ
セ
ナ
活
動
「ト
ヨ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
は
、
全
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

翌
日楽
で
被
災
地
の
皆

さ
ん
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い
ユヽ
戸
に
よ
り
、

１３
カ
所
の
復
興
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
。

０４
年
か
ら
続
く

「子
ど
も
×
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
吉
川
由
美
氏
が
南
三
陸
町
で
ア
ー
ト

活
動
を
行
つ
て
い
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
た
。
学
校
関
係
者
や
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
タ
ー
と
の
会
議
を
重
ね
、

１１
月
、
現
地
か
ら

「追
悼
式
で
、
子
ど

も
た
ち
の
歌
で
町
の
人
た
ち
を
元
たス
、つ
け
た
い
」
と
の
発
案
を
受
け
た
。

大
事
に
し
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
言
葉
と
旋
律
に
よ
る
曲

づ
く
り
。
「町
の
人
た
ち
や
自
分
た
ち
が
こ
の
一
年
が
ん
ば
っ
た
な
あ

と
田
や
つ
こ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
紡
ぎ
出
さ
れ
た
言
葉
が
歌
に
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
歌
声
は
、
被
災
地
の
方
々
の
こ
こ
ろ
に
勇
気
を

運
ん
だ
。
復
興
へ
の
長
い
道
の
り
の
中
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
長

期
的
な
継
続
を
目
指
し
、震
災
２
年
目
の
支
援
活
動
を
進
め
て
い
る
。

回□■
●
震
災
後
の
早
い
段
階
で
活
動
を
開
始
し
、
被
災
地
の
状
況
を
見

き
わ
め
な
が
ら
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
●
メ
セ
ナ
活
動
の
蓄

積
を
い
か
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
通

じ
た
多
様
な
活
動
で
被
災
地
の
方
々
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。

音楽家・いがり大志氏とオリジナル曲作り
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●

四
季
の
そ
よ
か
ぜ
賞

（ユ体
）
・岨
”曰凰
―

―

【青
森
県
・
八
戸
】

帆
風
美
術
館
の
運
営

青
森

・
八
戸
駅
か
ら
車
で
約
η
分
、
八
戸
北
イ
ン
タ
ー
エ
業
団
地

に
あ
る
帆
風
八
戸
セ
ン
タ
１
１
階
に
、
２
０
０
８
年
、
帆
風
美
術
館

は
開
設
さ
れ
た
。
東
京
都
内
で
営
業
す
る
印
刷
会
社
の
帆
風
が
八
戸

に
拠
点
を
持

っ
て
１５
年
、
地
域
へ
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
設

け
た
原
寸
の
複
製
画
展
示
を
主
体
と
す
る
美
術
館
で
あ
る
。

主
に
江
戸
期
の
日
本
美
術
を
テ
ー
マ
に
、
同
社
開
発
の
デ
ジ
タ

ル
光
筆
画
の
技
術
で
複
製
画
を
つ
く
る
。
「
た
か
が
複
製
」
を
逆

手
に
と
り
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
掛
け
軸
や
屏
風
、
絵
巻
物
や

画
帖
が

一
堂
に
会
す
る
展
覧
会
を
構
想
。
博
物
館
や
美
術
館
か
ら

作
品
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム

艦
　
を
借
り
、
あ
る
い
は
撮

来％
　
影
を
行
っ
て
２
点
製
作

賞鐙
　
し
、
１
点
は
所
蔵
先
に

て「
　
寄
贈
し
て
教
育
普
及
活

近酢
　
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

製
　
い
る
。

開
館
記
念
展
は

「川
端
康
成
が
見
つ
め
た
三
大
南
画
家
展
」
で
、

文
豪
が
所
有
し
た
国
宝
３
点
を
中
心
に
企
画
を
膨
ら
ま
せ
た
。
第
２

回
は

「江
戸
時
代
動
物
園
」、
俵
屋
宗
達
や
伊
藤
若
沖
ら
７１
名
の
絵

師
に
よ
り
描
か
れ
た
動
物
画
１
２
９
点
が
そ
ろ
っ
た
。
第
３
回
の

「妙

。
江
戸
時
代
人
に
出
会
う
展
」
は
、
渡
辺
畢
山
や
菱
川
師
宣
ら

の
肖
像
画
、
風
俗
画
を
展
一奄

４
回
日
と
な
る
昨
年
は
、
八
戸
藩
主
・

南
部
信
房
公
が
俳
諧
を
た
し
な
ん
だ
こ
と
か
ら

「美
術
歳
時
記
―
日

本
人
の
自
然
観
照
／
春

・
夏

・
秋

。
冬
‐
―
」
と
し
て
、
絵
と
俳
句
が

描
か
れ
た

「俳
画
」
と
季
語
に
ま
つ
わ
る
絵
画
を
展
示
し
た
。

毎
回
、
専
門
の
監
修
者
が
加
わ
り
、
詳
し
い
解
説
付
き
の
図
録
も

発
行
す
る
。
こ
う
し
て
本
物
で
は
実
現
で
き
な
い
企
画
展
を
年
１
～

２
回
、
観
覧
無
料
で
内
容
を
変
え
な
が
ら
長
期
に
わ
た
り
開
催
し
、

地
元
だ
け
で
な
く
遠
方
か
ら
も
日
本
美
術
の
愛
好
者
が
訪
れ
て
い
る
。

美
術
館
運
営
に
は
八
戸
の
文
化
関
係
者
が
か
か
わ
り
、
友
の
会
も
組

織
さ
れ
て
、
お
茶
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
一巫
看
し
て
き
た
。
社
業
を
い

か
し
た
取
り
組
み
が
、
地
域
に
や
わ
ら
か
な
風
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

回□■
●
複
製
を
前
提
に
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
実
現
し
、
日
本
美
術

ヘ

の
関
心
を
高
め
て
い
る
。
●
社
有
施
設
を
地
域

の
文
化
拠
点
と

し
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
自
社

の
技
術
を

い
か
し
た
活
動
で

独
自
性
を
追
求
し
て
い
る
。
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●

未
来
の
う
け
ざ
ら
賞

三
菱
地
所
（株
）、
（株
）
イ
ム
ズ
、

（株
）
西
日
本
新
聞
社

―

―

福
岡
塁

三
菱
地
所
ア
ル
テ
ィ
ア
ム
の
運
営
、
展
覧
会
の
企
画

〈ア
ー
ト
の
ス
タ
ジ
ア
ム
〉
を
意
味
す
る

「三
菱
地
所
ア
ル
テ
ィ
ア

ム
」
は
、
１
９
８
９
年
、
現
代
ア
ー
ト
の
発
信
拠
点
と
し
て
九
州
最
大

の
繁
華
街
、
福
岡
市

・
天
神
に
誕
生
し
た
。
三
菱
地
所
初
の
本
格
的
商

業
ビ
ル

「イ
ム
ズ
（Ｆ
一の『
〓
の
Ｂ
”
∽
Ｓ
は
ｏじ
」
の
８
階
に
あ
る
１
４
４

２ｍ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
ビ
ル
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
則
り
、
イ
ム
ズ
と

九
州
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
紙

・
西
日
本
新
聞
社
が
協
力
し
て
企
画

・
運
営
し
、

年
間
約
１０
本
、
開
設
以
来
２３
年
間
で
２
５
０
を
超
す
展
覧
会
を
開
催
。

２
０
１
２
年
７
月
に
は
来
市場

者
が
１
０
０
万
人
に
達
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
最
大
の

特
色
は
、
公
立
美
術
館
に

先
駆
け
て
、
国
内
外
で
活

躍
す
る
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
先
見
性

・
革
新
性
あ

る
展
覧
会
を
福
岡
か
ら
紹

介
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
Ｄ
。ホ
ッ
ク
ニ
ー
（１
９
８
９
年
）、

Ｃ
。ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー

（能
年
）、
ナ
ム
・ジ
ュ
ン
・パ
イ
ク

（９６
年
）、

横
尾
忠
則

（９４
、

９９
年
）、
草
間
彊
生

（９６
年
）、
ア
ル
テ
ィ
ア
ム

で
の
展
覧
会
後
に
飛
躍
的
に
知
名
度
が
高
ま
っ
た
察
国
強
（９１
年
）

や
奈
良
美
智

（９６
年
）、
会
田
誠

（９９
年
）
の
ほ
か
、
地
元
九
州
に

縁
あ
る
柳
幸
典

、
副
田
高
行

、
東
信

、
牛
島
光
太
郎
ら
を
取
り

上
げ
て
き
た
。
美
術
に
限
ら
ず
、
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
、
映
画
、
食
な
ど
、

現
代
の
多
様
な
芸
術
表
現
を
、
既
成
の
評
価

・
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら

わ
れ
ず
に
発
信
す
る
ジ
ャ
ン
ル
フ
リ
ー
の
理
念
で
、
意
欲
的
な
企
画

に
挑
む
。
観
客
層
は
２０
年
の
う
ち
に
着
実
に
広
が
り
、
地
元
教

育
機
関
と
の
連
携
や
教
育
普
及

へ
の
取
り
組
み
強
化
も
あ

っ
て
、

高
校

。
大
学
生
の
来
場
も
増
え
て
い
る
。

内
外
の
先
端
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
、
未
来
に
残
す
べ
き
文
化
的

表
現
か
吟
味
し
、
逸
早
く
福
岡
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け

る
そ
の
姿
勢
は
、
新
し
い
表
現
の
受
け
皿
と
し
て
、
今
後
も
未
来

の
文
化
創
造
を
担

っ
て
い
く
。

回□■
●
国
内
外

の
新
し

い
芸
術
表
現
に
触
れ
る
場
を
、
早
く
か
ら
独

自
の
視
点
で
意
欲
的
に
企
画

・提
供
し
て
き
た
。
●
四
半
世
紀
に

わ
た
り
、
民
間
に
よ
る
九
州

・福
岡
か
ら
の
文
化
発
信
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

開館 20周 年記念展「アルティアムプロスペ

クティヴ」 (2009)。 作品の多 くは本展のた

めに制作された。
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●

文
化
庁
長
官
賞

東
日
本
電
信
電
話

（株
）
―

東
京
】

Ｎ

Ｔ

Ｔ
イ

ン
タ

ー

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー

［Ｉ

Ｃ

Ｃ
］

活

動

東
京

・
初
台
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー

［Ｉ
Ｃ
Ｃ
］
は
、
日
本
の
電
話
事
業
１
０
０
周
年
を
機
に

構
想
さ
れ
た
。
１
９
９
１
年
、
電
話
や
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
を
通
じ
た
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

「電
話
網
の
中
の
見
え
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
皮

切
り
に
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
経
て
、

９７
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
を
開
設
。
以
来
、

メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
を
牽
引
す
る
拠
点
と
し
て
多
彩
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
き
た
。

毎
年
、
内
容
を
変
え
な
が
ら
長
期
開
催
す
る

「オ
ー
プ
ン
・ス
ペ
ー

ス
」
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー

ト
の
代
表
的
な
作
品
、
バ
ー

チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
や
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
技
術
な
ど

を
用
い
た
作
品
を
展
示
。
ま

た
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
注

目
す
る

「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ズ
ー
」

コ
ー
ナ
ー
や
、
産
官

学
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
実
験
的
な
試
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
の
動
向
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展
を
開
催
。
作
品
展
示
だ
け
で
な
く

ト
ー
ク
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
幅
広
い
層
の
関
心
を
集
め
る
。

夏
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
キ
ッ
ズ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、子
ど
も
た
ち
に
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
。
子
ど
も
自
ら
が
考
え
、
体

験
し
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
内
容
が
好
評
で
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー

が
訪
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
上
で
の
研
究
会
や
動
画
投
稿
イ
ベ

ン
ト
、
映
像
記
録
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
公
開
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
世
界
を
結
び
つ
け
、
活
動
成
果
を
発
信
し
、
情
報
交
流
を
図
る
セ

ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

著
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
革
新
に
伴
い
新
た
な
表
現
が
生
ま
れ
、

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｃ
の
活
動
が
、
科
学
と
芸
術
の
対
話
が
未
来
に
開
く
可
能
性
を

今
後
も
提
示
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

嗣
一
●
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
逸
早
く
活
動
を

靡】議ゎ．鋳子ッ掛詢用霧娃麹咤な対城淵却鋤『盪硼勘れば

躙
馴
よ
り
、メ
デ
ィ
ア
・ア
ー
ト
の
裾
野
を
拡
大
し
て
い
る
。

展一ビロ階ス
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メセナ大■部門トロフイー

アーティストに3年間ずつオリジナル

トロフィーを制作いただいています。

6Lrr(*E)2012-2o14rF =Eiltf n; ffi^+tr

400× 400× 120mm
アクリル、ステンレススチール

制作コンセプト
ー

reiat:on

芸術文化を通して、人々が分野を超え時を超えつながつ

ていかれるよう願いを込め、一本の線を積み重ねること

で個々のトロフィーの図像がひとつにつながつて紡が

れてゆくアートワークを制作します。それぞれの取り組

みはもちろん、そねが連なつた時にも、また別の大きな

夢を描けるよう、つながり受け継がれるような絆が結ば

れることを願います。

テーマ
ー

Licht

「Licht」 はドイツ語で「光」や「明るさ」、そして「希望」を

意味します。各年の各賞、三年間連続した大賞に刻まれ

てしヽる図像は、徐々に夜明けを迎えて、〈雲間から光が広

がる空の時系列〉を追ったイメージを持って紡がれます。

※「メセナ大賞部門」のトロフイー制作にあたつては.

[株]ワコールアートセンターにこ協力をいただきました。

川上幸子 |かわかみさちこ
1984年 生まれ。2009年京都造形芸術大学大学院芸術

表現専攻修士課程修了。大学では一員して彫刻を学ぶ。

「知覚と造形」をテーマとし、近年は特に「知覚における

(見 え〉」を主軸に、「目で触れる」感覚を追つた造形作

品を制作。ミニマルな方法論 素材の特性 描画技法の

組み合わせで、さまざまな支持体の中に視覚的触感の

ある図像を生み出している。10年「SICF ll」 にてスパ

イラル奨励賞を受賞。

メセナ アワード2012贈呈式

2012年 11月 22日 [木 ]

スパイラルホール [東京・表参道]にて
◎

―
受賞企業には.表彰状とトロフィーを贈呈

◎
―

受賞企業 団体の代表者、選考委員が出席
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受賞企業プロフィール

◆
―

メセナ大賞

アサヒピール (株)[2011年 12月 現在]

本社所在地 :東京都墨田区 1資本金 :200億 円

設立年 :2011年

(現アサヒグループホールディングス[株 ]は 1949年設立。2011年に純粋持株会社制へ移行)

業種 :食料品 1従業員数 :3′ 145人

URL:¨ asahibeer.co ip

◆
―

歴史をひもとく賞

キヤノン(株)[2011年 12月 現在]

本社所在地 :東京都大田区

資本金 :1′ 747億 6.200万 円 1設立年 :1937年

業種 :電気機器 1従業員数 :2万5,449人

URL:Ⅵハ″、v.canon ip

◆
一 文化の映写機賞

(株)千葉銀行[2012年 3月現在]

本社所在地 :千葉県千葉市
資本金 :1′ 450億 円 1設立年 :1943年

業種 :銀行 1従業員数 :4′ 491人 (連結)

URL:www chibabank colp/cOmpanゾrelationship/f‖ m_library

◆
―

期 のこころ賞

トヨタ自動車 (株)[2012年 3月現在]

本社所在地 :愛知県豊田市

資本金 :3′ 970億 5′ 000万円 1設立年 :1937年

業種 :輸送用機器 1従業員数 (単体):69′ 148人

URL:、 vⅥ√い/toyota co lp

◆
一

四季のそよかぜ賞

(株)帆目 [2012年 4月現在]

本社所在地 :東京都新宿区

資本金 :2億 9′ 000万 円 1設立年 :1980年

業種 :その他製品 1従業員数 :442人

∪RLI www vanfu coip/seⅣ icげmuseum html

◆
―

未来のうけざら賞

三菱地所(株)|(株)イムズ |(株)西日本新聞社

※三菱地所 (株)[2012年3月現在]

本社所在地 :東京都千代田区

資本金 11.413億 7,321万 円 1設立年 11937年

業種 :不動産 1従業員数 :658人

U RL:www artiumlp(三菱地所アルティアム)

◆
一

文化庁長官賞

東日本電信電話 (株)[2012年 4月現在]

本社所在地 :東京都新宿区

資本金 13′ 350億円 1設立年 11999年

業種 :情報・通信 1従業員数 :5′ 900人

URLiい A″VV ntt― eaSt.CO lp

www ntticc or」 p(ICCウ ェブサイト)

‥
ξ
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選考委員プロフィール

坂本光司 |さかもと・こうじ 1法政大学大学院政策創造研究科教授

1947年静岡県生まれ。法政大学経営学部卒業後、静岡文化芸術大学文化政策学部教

授等を経て現職/同大学院静岡サテライトキヤンパス長。「日本でいちばん大切にし

たい会社大賞」審査委員会委員長等、公務多数。主著『21世紀をつくる人を幸せにす

る会社』『日本でいちばん大切にしたい会社123』 など。中小企業経営研究の第一人

者として、6′ 600社を超える企業・商店街等への訪問調査 アドバイスを行う。

梅木野衣 |さわらき のい 1美術批評、多摩美術大学教授

1962年 埼玉県秩父市生まれ。1990年代初頭より美術を中心に多方面にわたる評論

活動を始める。著作に『シミュレーショニズム』、F日本・現代・美術』、『戦争と万博」、F反

アート入門』、「太郎と爆発 来たるべき岡本太郎へ』『平坦な戦場でぼくらが生き延び

ること 岡崎京子論』ほか多数。キュレーションした展覧会に「日本ゼロ年」(水戸芸術

館、1999-2000年 )ほかがある。

福岡伸一 |ふくおか・しんいち 1生物学者、青山学院大学教授

1959年 東京生まれ。京都大学卒。米国人一バード大学研究員、京都大学助教授等を

経て現職。サントリー学芸賞 中央公論新書大賞受賞『生物と無生物のあいだ」『動的

平衡」など「生命とは何か」をわかりやすく解説した著作多数。ほか『世界は分けても

わからない』、Fフェルメール 光の王国』など。近著『遺伝子はダメなあなたを愛して

る」、『せいめいのはなし」、「生命と記憶のパラドックス』。

松岡正剛 |まつおか せいこう 1編集工学研究所所長 イシス編集学校校長

1944年京都生まれ。工作舎設立、オブジェマガジン『遊」編集長、東京大学客員教授、

帝塚山学院大学教授を経て現職。情報文化と情報技術をつなぐ研究開発プロジェクト

に携わる。日本文化研究の第一人者として「連塾」などの私塾を多数開催。09～ 12年、

丸善・丸の内本店の「松丸本舗」をプロデュース。著書『松岡正剛干夜千冊(全7巻)』 『連

塾方法日本(全 3巻 )』 F知の編集工学』『日本という方法』ほか多数。

茂手木潔子 |もてぎ・きよこ 1音楽学、有明教育芸術短期大学教授

1949年 山梨県笛吹市出身。東京芸術大学大学院修了後、国立劇場演出室職員などを

経て現職。上越教育大学名誉教授。越後酒屋唄の保存伝承活動、歌舞伎黒御簾楽器の

研究などを行う。主著『文楽 声と音と響き』『酒を造る唄のはなし』など。伝統音楽

に関する展覧会「浮世絵の楽器たち」(太田記念美術館)、 公演「『北斎の音楽(おと)を

聴く』シリーズ」(すみだトリフォニーホール)なども実施。    [以上五十音順、敬称略]

福地茂雄 |ふくち・しげお 1企業メセナ協議会理事長

北九州市出身。長崎大学経済学部卒業 (前長崎大学同窓会壇林会会長)。 1957年アサ

ヒビール (株)入社。同社代表取締役社長、代表取締役会長などを経て、2008-11年

NHK会長。現在アサヒグループホールディングス(株 )相談役、(公財)新国立劇場運営

財団理事長、東京芸術劇場館長。

※文化長官部門については、文化庁担当者が選考に加わりました。
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